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国立アイヌ民族博物館は
民族共生象徴空間（愛称「ウポポイ」）内にあります。

料金
国立アイヌ民族博物館の観覧料は、
民族共生象徴空間（ウポポイ）の入場料に含まれます。

アクセス
札幌から約1時間、新千歳空港から約40分
●乗用車…白老インターから車で約10分
●電　車…JR白老駅から徒歩約10分

●民族共生象徴空間（ウポポイ）の入場料（税込）

無　料

個人
大　　　人
高　校　生
中学生以下

1,200円（960円）
600円（480円）

2,000円
1,000円

年間パスポート

＊（）は１0名以上の団体料金。＊障害者とその介護者各1名は無料です。入園の
際に証明書等をご提示ください。＊入場予約方法や最新の情報は、ウェブサイト
からご確認ください。

休館日
月曜日（祝日または休日の場合は翌日以降の平日）
※9月21日（月・祝）、24日（木）、10月12日（月・祝）、

11月2日（月）、3日（火・祝）、23日（月・祝）は開館。
※10月19日（月）は、展示替えのため特別展示室を閉室いたします。 電車を利用してウポポイへご来園の方は、

「白老町交流促進バス」のご利用が便利です。

関連イベント

布にアイヌ文様を刺繍し、小さな巾着をつくります。

◆日時：10月4日（日）・24日（土）、10:30～・13:30～（90分）
◆場所：国立アイヌ民族博物館 交流室
◆定員：各回10名、無料 ※事前申込制

本展担当者が展示室で見どころを解説します。

◆日時：9月19日（土）、26日（土）、
10月10日（土）、11月8日（日）、14日（土） 14:00～14:30
11月3日（火・祝） 10:30～11:00

◆場所：国立アイヌ民族博物館 特別展示室
◆定員：20名 ※予約不要、当日先着受付

アイヌの衣文化について、

歴史、交流、技術、修復などさまざまな視点で考えます。

◆日時：10月31日（土）13:30～17:00
◆場所：北海道庁旧本庁舎（赤れんが庁舎） 赤れんがホールB

北海道札幌市中央区北3条西6丁目1番地
◆定員：90名 ※予約不要、当日先着受付

◆日時：10月2日（金）13:30～17:00
◆場所：東京文化財研究所　地階セミナー室

（東京都台東区上野公園13番地43号）
◆定員：100名　※事前申込制

東京国立博物館公式キャラクターのトーハクくん、ユリノキちゃん、
京都国立博物館の公式キャラクターのトラりんが、
ウポポイPRキャラクターのトゥレッポんと一緒におさんぽするよ。

◆日程：9月21日（月・祝）、22日（火・休）
◆場所：国立アイヌ民族博物館　エントランス

イベントの詳細はウェブサイトをご覧ください
https://ainu-upopoy.go.jp/event/amip2026/

きもの・浴衣・アイヌ刺繍を施した

衣服やバッグなどを身につけて

ご来館いただいた方に、

当館オリジナルグッズをプレゼ
ント！

※アイヌ文様のプリント加工や

プリント柄のものは対象外です

装いで楽しもう！

担当者と一緒に展示室をまわって、
アイヌの衣服について学ぼう。

◆日時：9月22日（火・休）、11月3日（火・祝）14:00～14:３0
◆場所：国立アイヌ民族博物館 特別展示室
◆定員：15名 ※予約不要、当日先着受付

子ども
向け

バッグにクレヨンでアイヌ文様を描いたり、
トゥレッポんのスタンプを押したりして、
オリジナルのエコバッグを作るイベントです。

◆日時：9月21日（月・祝）13:30～15:00
◆所要時間：30分程度
◆場所：国立アイヌ民族博物館 交流室
◆定員：30名、無料
※予約不要、当日先着受付

子ども
向け

ウポポイウェブサイト
https://ainu-upopoy.go.jp/

北海道白老郡白老町若草町2丁目3番

［民族共生象徴空間］

満喫直行バスツアー
ウポポイ
前日（20時）までのお申し込みOK！ 1名様以上で催行！ ※満員の場合はご利用できない

　場合もございます。&

2026年10月31日（土）までの
土・日・祝日、 
8月10日（月）・12日（水）・
13日（木）・14日（金）

運
行
期
間

ウポポイを気軽にたっぷり楽しむバスプラン 申込ページは
こちら




